
署名を受け取る人事院・大滝審議官（写真中央）

人勧期署名672，807筆を提出

地方の声・現場の声を
2023人勧に反映させよう

公
務
員
連
絡
会
は
7
月
11
日
、
人
勧
期
署
名
を
人
事
院
に
提
出
。
構
成
組
織
の
地
方
代

表
者
も
参
加
し
、
要
求
を
訴
え
た
。
自
治
労
か
ら
は
京
都
府
本
部
・
川
戸
書
記
長
と
香

川
県
本
部
・
三
好
書
記
長
が
現
場
の
声
を
突
き
つ
け
、
勧
告
へ
の
反
映
を
求
め
た
。

公
務
員
連
絡
会
が
提
出
し
た

の
は
、
人
事
院
が
今
年
の
勧
告

で
示
す
と
し
て
い
る
「
社
会
と

公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
制

度
の
整
備
」
の
骨
格
案
を
は
じ

め
と
す
る
人
勧
期
の
課
題
に
対

す
る
署
名
。
自
治
労
は
、
56
万

6
3
9
9
筆（
7
月
11
日
時
点
）

を
集
約
し
た
。

冒
頭
、
公
務
員
連
絡
会
の
高

柳
英
喜
副
事
務
局
長
が
、
人
事

院
の
大
滝
俊
則
職
員
団
体
審
議

官
に
対
し
署
名
を
手
交
。
そ
の

後
、
各
構
成
組
織
の
代
表
者
ら

が
発
言
し
、
高
齢
層
を
含
む
全

職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
、
新
幹

線
通
勤
の
自
己
負
担
の
改
善
、

地
域
手
当
の
見
直
し
、
寒
冷
地

手
当
の
見
直
し
な
ど
、
地
方
の

実
情
や
職
場
の
声
を
紹
介
。
人

事
院
に
対
応
を
求
め
た
。

香
川
県
本
部
の
三
好
康
夫
書

記
長
は
、「
晩
婚
化
の
た
め
、
50

代
で
も
小
学
生
の
子
ど
も
の
い

る
職
員
は
珍
し
く
な
い
。
全
世

代
の
賃
金
引
き
上
げ
が
必
要

だ
」。
京
都
府
本
部
の
川
戸
英

美
書
記
長
は
、「
川
1
本
を
挟

ん
で
、
片
方
の
自
治
体
は
地
域

手
当
支
給
地
、
他
方
は
非
支
給

地
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
地

域
手
当
に
よ
る
賃
金
格
差
は
職

員
の
流
出
を
招
い
て
い
る
。
早

急
に
是
正
を
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

職
場
の
実
態
を
強
く
訴
え
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
大
滝
審
議
官

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応

じ
た
個
別
具
体
の
要
望
を
詳
細

に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
る
。
賃
金
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与

と
民
間
企
業
の
給
与
に
つ
い
て

精
確
な
比
較
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
適
切
に
対
処
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
人
事
院
と

し
て
は
、
昨
年
の
給
与
に
関
す

る
報
告
に
お
い
て
言
及
し
た
と

お
り
、
今
後
、
社
会
と
公
務
の

変
化
に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
、
地
域
手
当

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
必
要
な

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
」

と
応
え
た
。

公
務
員
連
絡
会
は
、
7
月
26

日
に
中
央
行
動
を
配
置
し
な
が

ら
、今
後
、人
事
院
勧
告
に
む
け

た
幹
事
ク
ラ
ス
、
書
記
長
ク
ラ

ス
の
交
渉
に
お
い
て
人
事
院
に

対
し
て
回
答
を
求
め
て
い
く
。

署名総数は672，807筆（写真上）。自治労を
代表して京都府本部・川戸書記長（右）と香
川県本部・三好書記長（左）が参加

政
府
は
昨
年
12
月
に
安
全
保
障
関
連
3

文
書
を
改
定
・
閣
議
決
定
し
、
1
月
初
め

に
は
岸
田
総
理
大
臣
が
「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
国
会
で
は
防
衛
と
少
子
化
対
策
を
巡
る

具
体
的
な
議
論
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
結
果
的
に
は
、
ど
ち
ら
も
財

源
の
根
拠
と
具
体
的
な
内
容
が
定
か
で
な

い
ま
ま
に
終
わ
り
、
何
の
た
め
の
国
会

だ
っ
た
の
か
、
と
憤
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。防

衛
に
つ
い
て
は
今
後
5
年
間
で
43
兆

円
と
の
大
枠
を
決
め
た
だ
け
で
す
。
基
本

と
な
る
考
え
方
が
な
い
ま
ま
額
だ
け
が
先

行
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

財
源
は
法
人
税
と
た
ば
こ
税
の
増
税
、

復
興
特
別
所
得
税
の
転
用
、
歳
出
改
革
、

決
算
剰
余
金
、

国
有
資
産
の
活

用
で
確
保
す
る

と
の
こ
と
で

す
。
た
だ
、
そ

の
中
で
安
定
財

源
と
言
え
る
も
の
は
増
税
に
よ
る
部
分
の

み
で
す
の
で
、
ま
や
か
し
の
財
源
議
論
そ

の
も
の
で
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
財

源
、
内
容
と
も
ま
っ
た
く
議
論
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
必
要
な
こ
と
は
特
に
若
い

人
が
見
通
し
の
あ
る
収
入
と
安
定
し
た
職

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
希
望
す
る
若
者
が
結

婚
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
防

衛
も
少
子
化
対
策
も
極
め
て
重
要
な
事
柄

だ
け
に
、
財
源
の
配
分
は
並
行
し
て
議
論

し
な
け
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
が
お
か
し
く
な
る

こ
と
が
必
然
の
帰
結
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
わ
る
一
連

の
ト
ラ
ブ
ル
は
国
の
怠
慢
や
見
通
し
の
甘

さ
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
す
。
自
治
体
の

現
場
に
責
任
を
押
し
付
け
る
な
ど
言
語
道

断
で
す
。

6
月
に
自
治
労
協
力
国
会
議
員
団
の
団

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
立
憲
民
主
党
は
一

人
ひ
と
り
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

注
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
と
と

も
に
い
っ
そ
う
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
源
の
裏
付
け
を
欠
い
た

防
衛
費
増
額
と
少
子
化
対
策

自
治
労
は
7
月
4
日
、
2
0
2
3
年
度
臨

時
共
済
推
進
県
本
部
代
表
者
会
議
で
、
自
治

労
共
済
と
全
労
済
と
の
統
合
10
周
年
を
契
機

に
、
助
け
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
活
動
（
自
主

福
祉
活
動
）
に
参
加
す
る
組
合
員
に
感
謝
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
を
決
め
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
応
募
期
間
は
2
0
2
3

年
10
月
1
日
〜
2
0
2
4
年
5
月
31
日
。
抽

選
で
1
0
0
0
人
に
賞
品
（
5
0
0
0
円
相

当
）
を
進
呈
す
る
。
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動

を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
、
応
募
1

件
に
つ
き
1
0
0
円
、
総
額
5
0
0
万
円
を

上
限
に
、
各
県
本
部
の
応
募
件
数
に
応
じ
て

当
該
地
域
の
子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付
を
行
う

こ
と
も
検
討
す
る
。

自治労共済「統合10周年キャンペーン」

組合員に抽選で賞品を進呈
「子ども食堂」への寄付も検討

逢坂誠二組織内衆議院議員に聞く 第211回通常国会を振り返る

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2023年7月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2347号（１）
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大
都
市
共
闘

青
年
女
性

大大阪阪ココリリアアタタウウンンにに学学ぶぶ
多多文文化化共共生生ののままちちづづくくりり
自治労大都市共闘は7月8日、
大阪市で青年女性ユニオンセミ
ナーを開催。在日コリアンの集住
地区として知られる大阪市生野
区・猪飼野の「大阪コリアタウン」
に設けたセミナー会場には、50人
が参加。多文化共生のまちづくり
を学び、仲間との交流を深めた。
セミナーでは、大阪公立大学の
伊地知紀子教授の「大阪・猪飼野
地域と在日コリアンの歴史」と題
する講演、大阪コリアタウン歴史
資料館の見学、韓国・朝鮮食材や

K－POPアイドルのグッズを売る
韓流ショップなどが建ち並ぶ商店
街のフィールドワークを行った。
グループ討論では、参加者から
「差別はなくなってはいないが、
まちの明るい雰囲気に希望を感じ
た」「大阪に住んでいるが地域の
歴史を知らなかった」「在日コリ
アン以外にまちで働く人の多国籍
化が進んでいることに驚いた」な
どの感想が出された。
セミナーの終了後には、バーベ
キュー懇親会で交流した。

「
留
学
し
た
韓
国
・
済
州
島
で
は
猪
飼
野
に
住
ん
で
い
た

大
阪
弁
を
話
す
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
世
話
に
な
っ
た
。
済

州
島
と
猪
飼
野
は
近
い
」
と
話
す
伊
地
知
先
生
（
丸
写

真
）。
在
日
コ
リ
ア
ン
の
歩
ん
だ
苦
難
の
歴
史
を
学
ぶ

「朝鮮市場」と呼ばれた御幸
通り商店街。働く人の多国
籍化が進む。在日コリアン
も今や4世・5世の時代だ

大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
歴
史
資
料
館
を
見
学

す
る
参
加
者
。
差
別
と
た
た
か
い
、
共
生

を
め
ざ
し
た
営
み
を
刻
む
資
料
の
数
々

2023年度公営企業評議会組織集会

新規採用職員の組織化や単組活動の底上げ
現業・公企統一闘争の課題など議論

講演者の早川佐知子さん（右上右）と藤森副委員長（右上左）、単組報告をする土井さん（左上）

自
治
労
は
6
月
を
「
書
記
局
さ
わ
や
か

月
間
」と
し
て
、「
誰
も
が
働
き
や
す
く
、立

ち
寄
り
や
す
く
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

書
記
局
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
は
6
月
26
日
の
昼
休
み
の
時
間
帯

に
公
開
講
座
と
し
て
、
邱
淑
恵（
キ
ュ

ウ
・
ス
ー
・
エ
）さ
ん
を
講
師
に
「
押
せ

ば
命
の
泉
湧
く
〜
気
軽
に
元
気
に
ツ
ボ
講

座
」
を
ウ
ェ
ブ
配
信
し
た
。

洗
濯
ば
さ
み
、
硬
貨
な
ど
身
近
な
も
の

を
使
っ
て
ツ
ボ
を
刺
激
し
、
簡
単
に
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
・
解
消
す
る
健
康
法
を
学
ん

だ
。ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
さ
な
い
良
好
な

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

耳
の
ツ
ボ
を
洗
濯
ば
さ
み
で
刺
激

す
る
邱
淑
恵
さ
ん
（
左
）。
東
洋

医
学
を
体
系
的
に
修
得
し
た
中
国

健
康
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ

ツ
ボ
を
押
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消

公
営
企
業
評
議
会
は
7
月
9
〜
10
日
、
三
重
県
四
日

市
市
で
2
0
2
3
年
度
組
織
集
会
を
開
催
し
、
1
0

9
人
が
参
加
。
新
規
採
用
者
の
組
織
化
や
単
組
活
動

の
底
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

初
日
の
全
体
会
は
、
明
治
大
学

准
教
授
の
早
川
佐
知
子
さ
ん
の
講

演
「
誰
も
が
ど
こ
か
で
求
め
て
い

る
地
域
社
会
の
良
心
」、
本
部
の

藤
森
久
次
副
委
員
長
に
よ
る
講
演

「『
単
組
活
動
の
活
性
化
と
組
織

強
化
・
拡
大
』
に
む
け
て
」
を
中

心
に
議
論
し
た
。

早
川
准
教
授
は
、
人
間
の
悪
意

が
ネ
ッ
ト
に
よ
り
可
視
化
さ
れ
、

不
信
感
や
閉
塞
感
が
強
く
漂
う
現

代
に
あ
っ
て
、
自
治
体
が
「
良
心

の
源
」
と
な
る
こ
と
で
、
社
会
は

変
わ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
提

起
。
い
わ
ば
「
社
会
の
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
」
の
役
割
に
あ
る
自
治

体
職
員
が
社
会
を
支
え
て
い
く
た

め
に
、
労
働
組
合
が
、
変
容
す
る

若
い
世
代
の
社
会
意
識
を
包
摂
し

な
が
ら
、「
温
か
さ
」「
仲
間
意

識
」
に
加
え
、「
創
造
性
」
も
重

視
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。取

り
組
み
報
告
で
は
、
北
海

道
・
北
見
市
職
労
の
土
井
あ
か
り

さ
ん
が
、
2
0
2
3
年
1
月
に
参

加
し
た「
公
営
企
業
塾
」で
の
経
験

を
報
告
。「
知
識
の
み
な
ら
ず
、
模

擬
団
交
な
ど
実
践
的
な
体
験
を
積

み
重
ね
た
こ
と
が
糧
と
な
っ
て
い

る
。そ
し
て
何
よ
り
も
、頼
る
こ
と

が
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
を
体

感
し
た
こ
と
で
、
翻
っ
て
仲
間
に

困
り
ご
と
が
な
い
か
と
、
周
り
に

目
を
む
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
語
り
、

公
営
企
業
塾
へ
の
よ
り
多
く
の
組

合
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

2
日
目
は
、
2
つ
の
分
科
会
を

実
施
。
新
規
採
用
者
の
組
織
化
、

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
、
人
員
確

保
な
ど
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

◇

◇

◇

参
加
者
か
ら
は
、「
全
国
の
仲

間
と
意
見
交
換
し
、
多
様
な
視
点

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的

で
実
際
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
話

し
あ
え
る
有
意
義
な
機
会
だ
っ

た
」（
島
根
・
益
田
市
職
労
、
河

合
裕
子
さ
ん
）、「
組
織
の
あ
り
様

を
深
く
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

職
場
を
守
る
た
め
、
め
ざ
す
べ
き

組
織
の
方
向
性
を
労
使
で
議
論
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。
単
組
の
学
習

会
に
生
か
し
た
い
」（
大
阪
・
ク
リ

ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
労

組
、
下
村
幹
夫
さ
ん
）
な
ど
の
感

想
が
出
さ
れ
た
。

表
紙
の
帯
に
『
人
は
な
ぜ
金
に
狂
い
、
罪

を
犯
す
の
か
』
と
あ
る
が
、「
犯
罪
小
説
」

な
の
か
と
言
え
ば
、
違
う
だ
ろ
う
。

ホ
ス
テ
ス
と
し
て
働
く
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

に
育
て
ら
れ
た
高
校
生
の
花
は
、
母
の
友

人
・
黄
美
子
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
、
経
済
的
自

立
を
求
め
て
家
を
出
る
。
そ
こ
に
同
世
代
の

少
女
た
ち
も
加
わ
り
、
女
た
ち
の
共
同
生
活

が
始
ま
る
。
家
に
は
、
金
銭
的
成
功
を
象
徴

す
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
で
あ
る
黄
色
の
ア
イ

テ
ム
を
飾
る
コ
ー
ナ
ー
が
置
か
れ
る
。

し
か
し
、
共
同
体
の
収
入
源
で
あ
っ
た
ス

ナ
ッ
ク
の
焼
失
を
機
に
、
生
活
は
暗
転
。
追

い
詰
め
ら
れ
た
彼
女
た
ち
は
カ
ー
ド
詐
欺
の

出
し
子
と
い
う
犯
罪
に
手
を
染
め
る
。

あ
た
か
も
、
倒
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
坂

道
を
駆
け
降
り
る
か
の
よ
う
に
、
物
語
は
疾

走
す
る
。
家
族
と
の
軋
轢
、
金
と
自
由
の
相

克
の
中
で
、
脆
く
も
崩
れ
去
る
シ
ス
タ
ー

フ
ッ
ド
。
そ
し
て
、
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
。

だ
が
、
破
局
を
決
定
づ
け
る
深
刻

な
場
面
に
も
ど
こ
か
し
ら
、
祝
祭
感

す
ら
漂
う
。
花
が
放
つ
一
途
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
読
者
を
つ
か
ん
で
最
後

ま
で
離
さ
な
い
。

花
と
黄
美
子
の
再
会
の
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
は
、
胸
に
迫
る
。

家
族
、金
、危
う
く
脆
い
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド

「
黄
色
い
家
」

川
上
未
映
子
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